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第160報（平成24年度第１四半期環境放射線監視結果）



Ⅰ　監 視 結 果 の 評 価
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Ⅱ　監 視 結 果 の 概 要

Ⅱ－１　短期的変動調査結果

（単位： ／時）

<　　>内は地点数
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（単位：nGy／時）

19：
４

-

（単位：mBq／㎥）

注）平成元年以降の最高値。なお，JCO臨界事故時のデータを除く。（以下，同様）

（単位：Bq／㎡）
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（単位：mBq／㎥）

（単位：nGy／時）

<　　>内は地点数
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注)　検出された核種のみ記載
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本調査は，原子力機構サイクル工研が，再処理施設の低レベル放射性廃液の海洋放出に伴う放出口周辺海域

における放射能水準の変動を詳細に把握するために毎月実施しているものであり，放出口を中心とした30地点

で海水を採取し，全地点で全ベータ放射能及び3H濃度，７地点で137Cs濃度の測定を行っている。

　調査の結果，放射性物質濃度の平均値は，全ベータ放射能について0.041Bq／L，3Hについて検出限界値未満，
137Csについて0.064Bq／Ｌであった。検出された全ベータ放射能，137Csは福島第一原子力発電所事故で放出さ

れた放射性物質の影響を含む。



Ⅲ　測　定　結　果

Ⅲ―１　短期的変動調査結果













図　一般環境における空間γ線量率測定結果（３ヶ月平均値）

（事業所周辺監視区域境界を除く）
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第161報（平成24年度第２四半期環境放射線監視結果）



Ⅰ　監 視 結 果 の 評 価





─ 75 ─

Ⅱ　監 視 結 果 の 概 要

Ⅱ－１　短期的変動調査結果

（単位： ／時）

<　　>内は地点数
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（単位：nGy／時）

19：
７

-

（単位：mBq／㎥）

注）平成元年以降の最高値。なお，JCO臨界事故時のデータを除く。（以下，同様）

（単位：Bq／㎡）
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（単位：nGy／時）

（単位：mBq／㎥）



─ 78 ─

（単位：Bq／ ）

注)　検出された核種のみ記載
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（単位：Bq／ ）
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（単位： ）



─ 81 ─

Ⅱ－２　長期的変動調査結果

評価対象期間：平成24年４月から平成24年９月

　長期的変動調査は，原子力施設からの放射性物質の影響による周辺の環境における放射線と放射性物質のレ

ベル，蓄積傾向及び地域分布の状況などの長期的変動の有無を把握するために行っている。

　なお，サーベイ，積算線量，土壌などの測定結果において，福島第一原子力発電所事故で放出された放射性

物質の影響が見られた。

福島第一原子力発電所事故で放出された放射性物質の影響により，全ての地点で事故前の測定値

を上回った。
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福島第一原子力発電所事故で放出された放射性

物質の影響により，134Cs，137Csが全地点で検出された

福島第一原子力発電所事故で放出された放射性物
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注１）　福島第一原子力発電所事故を踏まえて実施している測定では，飲料水等をそのまま測定しているため，検出
限界値が約0.5Bq／Ｌとなっているが，本測定では蒸発乾固して測定しているため，検出限界値が0.004Bq／L 
となっている。なお，この測定結果は，国が定める飲料水の基準値（10Bq／Ｌ）を十分に下回っている。

注２）　事故後は県内全域の特別調査を実施しており，同地点における平成23年度の測定結果（最高値）はない。

福島第一原子力発電所事故で放出された放射性

物質の影響により，134Cs，137Csが全海域で検出された
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本調査は，原子力機構サイクル工研が，再処理施設の低レベル放射性廃液の海洋放出に伴う放出口周辺海域

における放射能水準の変動を詳細に把握するために毎月実施しているものであり，放出口を中心とした30地点

で海水を採取し，全地点で全ベ－タ放射能及び 3H濃度，7地点で 137Cs濃度の測定を行っている。

　調査の結果，放射性物質濃度の平均値は，全ベ－タ放射能について0.040Bq／Lであり，3Hについて検出限

界値未満，137Csについて0.031 Bq／Ｌであった。検出された全ベータ放射能，137Csは福島第一原子力発電所事

故で放出された放射性物質の影響を含む。



Ⅲ　測　定　結　果

Ⅲ―１　短期的変動調査結果













測定値（nGy／時） 記号
凡　　例

　　～40
　41～60
　61～80
　81～100
101～

欠　　　　　測

図　環境における空間γ線量率測定結果（３ヶ月平均値）

（周辺監視区域境界を除く）

図　一般環境における空間γ線量率測定結果（３ヶ月平均値）

（事業所周辺監視区域境界を除く）
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Ⅲ－ 2　長期的変動調査結果

（注2）

（注2）
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（注2）

（注2）

（注2）
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サーベイ（空間ガンマ線量率）分布図（平成24年４月，24年７月）

【東海地区】

測定値（nGy／時） 記号
凡　　例

　　～50
　51～100
101～200
201～300
301～
欠　　　　測

　 上段４月実施分＝ 　 下段７月実施分
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サーベイ（空間ガンマ線量率）分布図（平成24年４月，24年７月）

【大洗地区】

測定値（nGy／時） 記号
凡　　例

　　～50
　51～100
101～200
201～300
301～
欠　　　　測

　 上段４月実施分＝ 　 下段７月実施分
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nGy/時

平成

上　 下

年度

nGy/時

平成

上　 下

年度

（注）

（注）

サーベイ（空間ガンマ線量率）経年変化

【東海地区の平均値】

サーベイ（空間ガンマ線量率）経年変化

【大洗地区の平均値】



─ 147 ─



─ 148 ─



─ 149 ─
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（注４）
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（注１）　測定値は福島第一原子力発電所事故で放出された放射性物質の影響を含み，宇宙線成分及びTLD・蛍光ガラス
線量計の自己汚染の寄与分を除く。

（注２）　３ヶ月間の測定値の（　）は91日当たりに換算した値で，６ヶ月間合計の測定値の（　）は91日当たりに換算
した３ヶ月間の測定値を合計した場合である。なお，（　）書きがないものは，91日当たりに換算しても値が変わ
らない場合である。

（注３）　福島第一原子力発電所事故の影響により，樹木等が多く存在している場所では，積算線量が高くなる傾向にあ
るが，いずれの値も線量計の設置地点における計測値であり，設置された学校等の施設全体を代表する値ではない。

（注４）　ひたちなか市前渡小学校については，同校敷地内での地点の見直しにより，平成24年7月23日に設置場所を変
更した。
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　水戸石川
（旧環境監視
　センター）

水戸五中

水戸気象台

千波湖

那珂川

（水戸地区）

測定値（nGy／時） 記号
凡　　例

　　～0.30
0.31～0.60
0.61～1.0
1.1　～1.5
1.6　～
欠　　　　測
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測定値（nGy／時） 記号
凡　　例

　　～0.30
0.31～0.60
0.61～1.0
1.1　～1.5
1.6　～
欠　　　　測

南
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積算線量経年変化

【大洗地区】

積算線量経年変化

【東海地区】

mGy／６ヶ月

平成

上　 下

年度

mGy／６ヶ月

平成

上　 下

年度
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（注）　137Csは，福島第一原子力発電所事故で放出された放射性物質の影響及び過去の核実験等に起因するフォールアウ
トの影響による。

　　　　なお，134Csは，福島第一原子力発電所事故で放出された放射性物質の影響による。
　　　　検出された134Csは［　］に記載。



─ 158 ─

52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 23 2422

100

50

0
昭和 年

度

Bq／㎡／年
降下塵中のCs-137経年変化【水戸】

平成

（注）　24年度は上半期の値である。

降下塵中のCs-137経月変化（Bq／㎡）
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（注１）　137Csは，福島第一原子力発電所事故で放出された放射性物質の影響及び過去の核実験等に起因するフォールア
ウトの影響による。

　　　　　なお，134Csは，福島第一原子力発電所事故で放出された放射性物質の影響による。
　　　　　検出された134Csは［　］に記載。
（注２）　福島第一原子力発電所事故で放出された放射性物質の影響により，その他の人工放射性核種が検出された。（そ

の他の検出核種110mAg：那珂市横堀0.47Bq／kg・乾，東海村須和間0.63Bq／kg・乾）

（注）　137Csは，福島第一原子力発電所事故で放出された放射性物質の影響及び過去の核実験等に起因するフォールアウ
トの影響による。

　　　　なお，134Csは，福島第一原子力発電所事故で放出された放射性物質の影響による。
　　　　検出された134Csは［　］に記載。

（注）　137Csは，福島第一原子力発電所事故で放出された放射性物質の影響及び過去の核実験等に起因するフォールアウ
トの影響による。

　　　　なお，134Csは，福島第一原子力発電所事故で放出された放射性物質の影響による。
　　　　検出された134Csは［　］に記載。

（注２）

（注２）
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（注１）　137Csは，福島第一原子力発電所事故で放出された放射性物質の影響及び過去の核実験等に起因するフォールアウト
の影響による。なお，134Csは，福島第一原子力発電所事故で放出された放射性物質の影響による。検出された134Csは［　］
に記載。

（注２）　福島第一原子力発電所事故を踏まえて実施している測定では，河川水等をそのまま測定しているため，検出限界値が約
0.5Bq／Lとなっているが，本測定では蒸発乾固して測定しているため，検出限界値が0.004Bq／Lとなっている。

（注１）　137Csは，福島第一原子力発電所事故で放出された放射性物質の影響及び過去の核実験等に起因するフォールアウト
の影響による。なお，134Csは，福島第一原子力発電所事故で放出された放射性物質の影響による。検出された134Csは［　］
に記載。

（注２）　福島第一原子力発電所事故を踏まえて実施している測定では，飲料水等をそのまま測定しているため，検出限界値が約
0.5Bq／Lとなっているが，本測定では蒸発乾固して測定しているため，検出限界値が0.004Bq／Lとなっている。
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（注１）　採水海域：（　）内は採水海域記号。採取地点は164ページの図を参照。採水部位は表層。
（注２）　137Csは，福島第一原子力発電所事故で放出された放射性物質の影響及び過去の核実験等に起因するフォールア

ウトの影響による。
　　　　　なお，134Csは，福島第一原子力発電所事故で放出された放射性物質の影響による。
　　　　　検出された134Csは［　］に記載。
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（注１）　採取海域：（　）内は採取海域記号。採取地点は164ページの図を参照。
（注２）　137Csは，福島第一原子力発電所事故で放出された放射性物質の影響及び過去の核実験等に起因するフォールア

ウトの影響による。
　　　　　なお，134Csは，福島第一原子力発電所事故で放出された放射性物質の影響による。
　　　　　検出された134Csは［　］に記載。
（注３）　Puは，238Puが検出されておらず，また，過去の最大値（1.8Bq／㎏・乾）より低い値であったため，福島第一原

子力発電所事故で放出された放射性物質の影響とは判断できない。
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海底土中のCs-137濃度の経年変化　 （県測定分）

海底土中のPu濃度の経年変化　（県測定分）

上 下

上 下
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（注１）　137Csは，福島第一原子力発電所事故で放出された放射性物質の影響及び過去の核実験等に起因するフォールア
ウトの影響による。

　　　　　なお，134Csは，福島第一原子力発電所事故で放出された放射性物質の影響による。
　　　　　検出された134Csは［　］に記載。
（注２）　原子力機構原科研の第１，第３排水溝及び東海第二発電所排水溝：137Csは報告核種ではないが検出されたため

記載。

（注２）

（注２）

（注２）
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（注１）　測定値は福島第一原子力発電所事故で放出された放射性物質の影響を含み，宇宙線成分及びTLD・蛍光ガラス
線量計の自己汚染の寄与分を除く。

（注２）　福島第一原子力発電所事故の影響により，樹木等が多く存在している場所では，積算線量が高くなる傾向にある。
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＜用語・記号等の解説＞
×－

⑴　連続測定の場合

⑴　
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＜本報告書の解説＞



　　 　








